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　初夏の候、組合員の皆様方には、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

　また、平素は木津用水土地改良区の事業運営に対し、格別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼

申し上げます。

　

　令和８年２月１６日、任期満了に伴う役員総選挙が行われ、新たな役員が決定いたしました。

また、３月９日の理事会におきまして、理事の皆様のご推挙により、私が理事長の要職を務めさ

せていただくこととなり、その責任の重さを痛感しております。副理事長には、第１被選挙区か

ら穗積英一様、第３被選挙区から安藤彦様、また総括監事には第３被選挙区の伊藤十代司様が

就任されましたので、併せてご報告申し上げます。

　

　近年は、猛暑をはじめとする異常気象、度重なる豪雨、各地で頻発する地震災害などが増加し

ております。加えて、本年に入り資材価格や燃料費の高騰が続いており、農業経営を取り巻く環

境は一層厳しさを増しております。さらに、中東情勢の緊迫化に伴うエネルギー供給への影響や

、ナフサ価格の動向なども懸念されており、農業資材価格の先行きは不透明な状況にあります。

こうした状況の中、木津用水土地改良区といたしましても、時代の変化に的確に対応しつつ、先

人が築き上げた歴史と伝統を守りながら、効率的かつ安定的な施設管理と事業運営に努めてまい

ります。

　

　さて、３月２７日の通常総代会において、令和８年度予算を含む８議案をご議決いただきまし

た。経常賦課金につきましては据え置きといたしましたが、農地転用決済金につきましては、１

㎡あたり２２８円から２４０円へ改定させていただきました。なお、今後の物価動向や維持管理

費の増嵩につきましては、引き続き注視してまいります。

　国営新濃尾農地防災事業につきましては、皆様方の格別のご支援により、順調に進捗しており

ます。本年度は、小牧市および春日井市において用水路改修工事が計画されております。また、

昨年度完成した犬山頭首工小水力発電所も順調に稼働しております。さらに県営事業では、岩倉

用水路の改修を県営水質保全対策事業として令和元年度より実施しており、本年度は大口町およ

び一宮市において用水管路等の改修工事が計画されております。引き続き、組合員の皆様をはじ

め関係地域の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

　結びに、木津用水土地改良区の貴重な財産を守るため、役職員一丸となって取り組んでまいり

ますので、今後とも一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ、挨拶とさせていただ

きます。

理事長

No.50令和8年6月1日 木津用水だより

長 谷 川　信　夫

木津用水土地改良区

ご あ い さ つ
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日頃より、長谷川理事長をはじめ木津用水土地改良区の皆様には、国営新濃尾土地改良事業の

推進に多大なるご支援とご協力を賜りますこと、感謝申し上げます。

 

さて、昨今の食料、農業の情勢でございますが、紛争、災害や干ばつ等により、農作物の不作

も発生しており、必ずしも安定しているとは言えない状況となっています。 

国内に目を向けますと、基幹的農業従事者は、約20年の間で、約半分の111万人に減少する

等、農家数の減少、高齢化が進行しております。 

また、近年の気候変動は集中豪雨等を引き起こしており、１時間当たり50ミリを超える豪雨の

発生回数は、昭和50年代と比べて、約1.5倍に増加するなど、災害のリスクも高まっています。 

更に、農業水利施設の老朽化等は進行し、年間1,600件もの事故が発生するなど、深刻な事態

となっております。 

こうした中、令和６年６月、農政の基本理念や政策の方向性を示す食料・農業・農村基本法が

改正・施行され、更に昨年７月には、法を具現化する食料・農業・農村基本計画が改定されまし

た。 

土地改良の分野でございますが、厳しい農業情勢、政策の転換を踏まえ、新たな土地改良長期

計画が昨年９月に閣議決定され、土地改良事業の果たす役割が更に大きくなったところでござい

ます。

新濃尾事業に関してございますが、平成10年度の国営事業の着手以降、基幹水利施設の整備は

着実に進捗しております。 

平成27年度から進めております新木津用水路の整備は、計画している全体10.6kmのうち令和７

年度末までに約9.4km・８割強は終えました。引き続き、令和８年度は約0.7kmの整備を行うこと

としており、いよいよ事業も仕上げの時期となりつつあります。 

事業も終盤を迎え、仕上げの時期となりつつありますが、人手不足、労務価格や資材価格の高

騰等、建設工事を取り巻く環境も厳しさを増しております。 

また、事業の完了に向けて、工事だけではなく、財産の処分、管理等に関する手続き等の事務

手続きも加速化する必要があり、改めまして皆様方のご理解とご協力とお願い申し上げます。

 

最後になりますが、木津用水土地改良区の益々のご発展とご活躍を祈念申し上げ、私からの挨

拶とさせていただきます。

No.50令和8年6月1日 木津用水だより

所　長 秋　永　邦　治

～ 国営事業の実施状況について ～

新濃尾農地防災事業所

国営事業所だより
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　令和８年３月２７日開催の通常総代会において提案された８議案が原案どおり可決成立しました。

木津用水土地改良区定款の一部を改正する議決について

木津用水土地改良区総代選挙規程の一部を改正する議決について

木津用水土地改良区役員選挙規程の一部を改正する議決について

令和8年度賦課金の賦課額・徴収方法及び 徴収時期等について

令和8年度農地転用決済金について

令和8年度一般会計収支予算について

令和8年度金銭預入先金融機関について

令和8年度一時借入金について

任期　　令和８年３月７日～令和10年３月６日

就任　　令和８年２月16日

議 案 第 2 号

議 案 第 3 号

議 案 第 4 号

議 案 第 5 号

議 案 第 7 号

議 案 第 8 号

令和8年6月1日 木津用水だより No.50

議 案 第 1 号

議 案 第 6 号

款 予算額（円） 款 予算額（円）

 1.土地改良事業収入 107,069,000  1.土地改良事業費支出 63,625,000

収入 支出

 4.特定資産運用収入 3,330,000  4.借入金返済支出 2,000

 5.補助金等収入 42,122,000  5.支払利息 2,000

 2.附帯事業収入 12,095,000  2.一般管理費支出 118,430,000

 3.基本財産運用収入 3,000  3.土地改良事業負担金支出 5,715,000

 8.業務受託料収入 2,500,000  8.差入保証金差入支出 1,000

 9.雑収入 658,000  9.特定資産積立支出 69,700,000

 6.交付金収入 8,550,000  6.固定資産取得支出 7,000

 7.寄付金収入 1,000  7.出資金取得支出 1,000

12.固定資産売却収入 5,000 12.繰越金 1,000

13.出資金返還収入 1,000 13.予備費 3,000,000

10.借入金収入 2,000 10.雑支出 800,000

11.特定資産取崩収入 82,947,000 11.他会計繰出額 1,000

理事(敬称略) 監事(敬称略)

役 職 名 氏 名 役 職 名

14.差入保証金回収収入 1,000

15.他会計繰入金 1,000

16.繰越金 2,000,000

合　　計 261,285,000 合　　計 261,285,000

副 理 事 長 穗 積 英 一 監 事 柴 田 祥 一

副 理 事 長 安 藤  彦 監 事 小 川 明 優

氏 名

理 事 長 長谷川信夫 総 括 監 事 伊藤十代司

副 議 長 長谷川敬則

員 外 監 事 土 屋 貴 士

理 事 岸 俊 秀

議長・副議長(敬称略)理 事 稲 山 善 宥

役 職 名 氏 名

理 事  田  明 監 事  田 光 夫

理 事 山 内 秀 敏

理 事 笹 田 禮 一

議 長 伊 藤 賢 児

監 事 水 野 哲 夫

理 事 清 水 孝 雄 監 事 櫻 井 勝 義

令和７年度通常総代会開催される

令和８年度一般会計収支予算

令和８年度役員総代会議長・副議長
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　令和８年３月１１日開催の理事会において各委員会委員が選任され、令和８年４月１５日開催の委員会で

下記のとおり委員長・副委員長が決定いたしました。(敬称略)

　令和８年３月２7日開催の通常総代会において長期勤続者が表彰されました。

職員

西川　準一　　総務部出納室長　　　　２５年勤続

　　土地改良区に入職されて以来、四半世代にわたり、地域農業の発展に多大な

　貢献をされてきました。積極的な姿勢と誠実な仕事ぶりは、同僚や組合員に対

　しても多くの信頼を集め、周囲の模範となっています。その献身的な努力と地

　域への貢献に対し、心より感謝申し上げます。２５年という長きにわたるご尽

　力に対して、改めて感謝の意を表すとともに、今後ともその経験と知識を活か

　し、地域の農業を支える重要な役割を果たしていただきたいと考えております。

　体験型の機械もあり多くの方にご参加いただけました。

　VESPaメンバーである 東京大学 乃田准教授 に木津用水展の説明をしていただきました。

（Visualizing Ecosystem Services for Participatory System）

おくやみ
水野　正元　様　（総代）　令和８年１月10日逝去　　第１被選挙区

　生前、土地改良区の運営並びに土地改良事業の推進にご尽力賜りましたことに深く感謝を申し上げ、謹んで

ご冥福をお祈りいたします。

委 員 加 藤 克 弘 委 員 堀 部 一 良

伊 藤 利 根

委 員 安 井 政 義 委 員 井 上 義 正 委 員 長 谷 川 芳 久

委 員 河 村 光 將 委 員 小 笠 原 義 郎 委 員

副 委 員 長 杉 本 俊 人 副 委 員 長 岡 島 一 雄 副 委 員 長

委 員 丹 羽 美 博 委 員 安 井 勝 利 委 員

役 職 氏 名 役 職 氏 名

委 員 森 川 勲

舟 橋 正 日 出

鈴 木 弘 之

ＶＥＳＰａとは？

令和8年6月1日 木津用水だより No.50

【土木委員会】 【庶務委員会】 【用排水調整委員会】

委 員 長 笹 田 禮 一 委 員 長 山 内 秀 敏 委 員 長 清 水 孝 雄

役 職 氏 名

令和８年度常任委員会委員決定

小牧市民祭り、春日井市民祭りにて木津用水展が開かれました

農地、農業用水等の保全のための地域の共同活動により行われ

る取り組みを対象とし、流域治水、都市排水、生態系保全等のよ

り広範な目的に拡張できる可能性を、関係者を交えて検討し、政

策形成過程への貢献を目指す本取組の名称です。

長期勤続者表彰
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　令和7年10月2日開催の臨時総代会において次のとおり令和6年度決算が承認されました。

　なお、収入支出の差引残額はいずれも令和7年度へ繰越しされました。

一般会計 令和７年３月３１日現在　（単位：円）

一般会計 令和７年３月３１日現在　（単位：円）

　３　繰延資産 0 　　負債合計 92,333,211

　　資産合計 2,202,249,455 Ⅲ　正味財産の部 2,109,916,244

Ⅰ　資産の部 Ⅱ　負債の部

　１　流動資産 44,404,419 　１　流動負債 29,913,192

　２　固定資産 2,157,845,036 　２　固定負債 62,420,019

　　負債及び正味財産合計 2,202,249,455 2,238,576,948 -36,327,493

令和６年度財産目録

科　　　　目 金　　　　額 科　　　　目 金　　　　額

　１　指定正味財産 586,493,973 625,888,020 -39,394,047

　２　一般正味財産 1,523,422,271 1,523,588,921 -166,650

　　正味財産合計 2,109,916,244 2,149,476,941 -39,560,697

　２　固定負債 62,420,019 63,406,019 -986,000

　　負債合計 92,333,211 89,100,007 3,233,204

Ⅲ　正味財産の部

2,238,576,948 -36,327,493

Ⅱ　負債の部

　１　流動負債 29,913,192 25,693,988 4,219,204

13.予備費

0

0

0

科　　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　資産の部

合　　計 281,127,229 合　　計 267,223,022

令和６年度貸借対照表

令和8年6月1日 木津用水だより No.50

令和６年度一般会計収支決算
収入 支出

 2.附帯事業収入 9,701,793  2.一般管理費支出 108,425,947

 3.基本財産運用収入 930,309  3.土地改良事業負担金支出 6,105,717

款 予算額（円） 款 予算額（円）

 1.土地改良事業収入 109,946,940  1.土地改良事業費支出 62,827,398

 6.交付金収入 10,800,000  6.固定資産取得支出 5,854,600

 7.寄付金収入 470,750  7.出資金取得支出 0

 4.特定資産運用収入 466,279  4.借入金返済支出 0

 5.補助金等収入 47,274,750  5.支払利息 0

10.借入金収入 0 10.雑支出 14,220

14.差入保証金回収収入 0

 8.業務受託料収入 2,420,000  8.差入保証金差入支出 0

 9.雑収入 496,318  9.特定資産積立支出 83,995,140

11.特定資産取崩収入

12.固定資産売却収入

13.出資金返還収入

72,256,000

0

0

11.他会計繰出額

12.繰越金

15.他会計繰入金 0

16.繰越金 26,364,090

　１　流動資産 44,404,419 52,625,478 -8,221,059

　２　固定資産 2,157,845,036 2,185,951,470 -28,106,434

　３　繰延資産 0 0 0

　　資産合計 2,202,249,455

令和６年度決算報告
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　県営水質保全対策事業（老朽化によるパイプラインの更新、パイプラインの耐震化）新岩倉用水地区において、

丹羽郡大口町、江南市地内で用水管の布設替工事が実施されました。

　補助事業(国・県より補助金交付のある事業)では、土地改良施設維持管理適正化事業により岩倉市地内で五条川 

石仏堰の操作設備(油圧ユニット等)補修工事を実施し、単独土地改良事業では、一宮市地内で岩倉用水路の水管理

システムの機器設置工事、大口町地内で荒井堰の合瀬川取水ゲート整備補修工事を実施しました。

　土地改良区単独工事では、管理水路堤防の草刈や防草マット敷設、水路・杁前浚渫清掃、除塵機の塵芥処分等

を実施し、用水管理と施設維持に万全を期しました。

　組合員の皆様の負担軽減を図るため、効率的・効果的な施設整備に努めるとともに各種補助事業を積極的
に利活用してまいります。

10,450 ○46期生　五条川石仏堰取水樋門整備補修工事(岩倉市)

○分水工整備補修工事(各水系管理施設)
○十五ケ堰水管理システム整備工事(北名古屋市)
〇三重用水機場ポンプ交換工事(一宮市)
○二重堀除塵機レーキチェーン補修工事(小牧市)
○テレメータ盤撤去工事(小牧市)

○岩倉用水路漏水防止工事
○水路整備補修工事
○水路･杁前浚渫清掃工事
○堤塘整備草刈工事
○堤塘補修工事
○既設ネットフェンス補修工事(各水系管理施設)
○看板製作設置工事(安全対策)

主 な 予 定 工 事 内 容工 種 又 は 事 業 名

水 路 堤 塘 工 事

水 門 機 器 工 事

適 正 化 事 業

転倒堰
油圧ユニット

更新完了
浚渫清掃工

予定事業費(千円)

20,500

7,700

新岩倉用水地区　その22工事

犬山市
木津地内

管水路
布設状況

岩倉市
井上町
地内

管更生
施行状況

土地改良施設
維持管理適正化事業(45期生)

石仏堰操作設備補修工事

着前 着後

水路・杁前浚渫清掃工事

新岩倉用水地区　その21工事

No.50令和8年6月1日

丹羽郡大口町
豊田二丁目、
三丁目及び

江南市曽本町
地内

丹羽郡大口町
伝右一丁目及び
高橋二丁目地内

木津用水だより

県営水質保全対策事業

木津用水土地改良区施行事業

令和８年度土地改良事業計画

令和７年度土地改良事業報告
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①地震発生の場合、震度５以上の場合　
②NTT回線が寸断された場合　
③木曽川洪水量が毎秒3,000㎥を超えた場合

No.50木津用水だより令和8年6月1日

　３月２６日(木) ～ 　４月２０日(月) 　４．８８

　６月２６日(金) ～ １０月１５日(木)

　令和８年度の犬山頭首工からの取水量は次のとおりです。

令和８年度配水計画表（犬山頭首工）

　４月２１日(火) ～ 　５月２５日(月)

　５月２６日(火) ～ 　６月２５日(木)

※上記の配水計画は気象条件、その他の都合により変更することがあります。

１０月１６日(金) ～ 　３月２５日(木) 　０．３０

⑪

　取水日程や各水系への配水調整に関しましては十分配慮しておりますが、組合員の皆様方に

１８．５６

１６．８８

　なお、下記緊急時の場合は、犬山頭首工において取入水門の全閉操作を行うため、通水を

　６．８６

おかれましても営農計画及び事故防止にご協力をお願いします。

期　　　　　間 取水計画量（㎥/s）

　停止します。

これから本格的な用水時期を迎え、本土地改良区でも水難事故防止に細心の注意を心がけて
おり、各関係機関にも事故防止の協力をお願いしております。

皆様方におかれましても、子供たちが水路の近くで遊んでいるのを見掛けたら注意していた
だき、水難事故防止にご協力くださいますようお願いいたします。

本土地改良区では、毎年、水路や堤防に捨てられたゴミや除塵機

にかかったゴミの処理に多額の費用を使っています。

特に最近では廃棄家電品や家具類等の粗大ゴミの投棄が目立ち、

もし捨てている人を見掛けたら注意しましょう。

また、堰や水門がいたずらで時々壊されることがあります。
水路や堰、水門やきれいな水はみんなの貴重な財産です。みんな

で守りましょう。

なお、油の流出事故等の水質汚濁を発見された時には、ご一報を

お願いいたします。

水路や堤防にゴミを捨てないでください
土地改良施設は大切に使いましょう

令和８年度 配水計画

水難事故防止にご協力を
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　木津用水土地改良区は、農業用水路の維持管理を目的として、土地改良法に基づき愛知

県知事の認可により設立された組織です。

　木津用水土地改良区が管理する用水路、分水工に対しての配水調整及び施設の維持管理

を行っております。

　また、木津用水土地改良区から送られた用水は、市町の管理する水路や、地元土地改良

区または地元が管理する水路を通じて、皆様の田へ供給されます。

　国営新濃尾農地防災事業により、木津用水路が用排水分離構造に改修

された事から、農業用水の水質改善を目的として、同事業で丹羽郡扶桑

町地内に簡易浄化施設が設置されました。

　平成２２年度より犬山市・扶桑町の経費負担により土地改良区で管理

運用を始め、毎年度施設の維持管理と関係地点での水質検査を継続して

農業用水の水質保全に努めています。

　国営新濃尾農地防災事業により、犬山頭首工左岸導水路余水吐の水位を利用した小水力発電

所が建設されました。

　小水力発電は、自然の水流を利用して発電を行う設備で、主に農業用水路や河川の流れを活

用します。大規模なダムを使わずに比較的小さな規模の水流を利用できるため、土地や環境へ

の影響が少なく、持続可能なエネルギー供給が可能です。

〇犬山頭首工小水力発電所の諸元

：愛知県犬山市

：199kW 

：8.0㎥/s（通年）

：3.25m

：令和6年10月

最 大 出 力

最 大 使 用 水 量

有 効 落 差 ( 最 大 )

稼 働 開 始

No.50木津用水だより令和8年6月1日

木津用水路簡易浄化施設

小水力発電所

事務局 総務部

徴収課

管理課

位 置

工務部
配水調整・工事・施設の維持管理・他種事業調整・
水路占用多目的事業・境界立会

庶務課

出納室

予算・会議・人事・給与・福利厚生・物品管理・
広報・財産管理

金銭の受け払い・決算などの出納事務

賦課金の賦課徴収・耕作地の名義変更・地区除外、
農地転用、証明書の再交付

木津用水土地改良区 事務局機構図

木曽川

犬山頭首工

左岸取水口

小水力発電所

余水

宮田・

木津用水へ
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　令和８年度賦課金・決済金は、通常総代会で下記のとおり決定しました。　

（１，０００㎡あたり） （１，０００㎡あたり）

 ※一定の要件を満たす農地転用決済金等については譲渡所得の金額の計算上譲渡費用となります。　

　詳しくは、税務署の資産課税担当部門におたずねください。

　用水利用の有無にかかわらず、当改良区の管内にある田（現況ではなく、登記簿上の地目が田）には賦課

金がかかります。

　賦課基準は 毎年４月１日現在の土地を対象 に賦課をされますので、組合員の死亡・土地の異動（売買・

貸借・交換）等がありましたら速やかに届出をしてください。

　競売を含む売買や相続等において組合員が変わった時点で、旧組合員に未納金があった場合は新組合員に

未納金の納入義務（土地改良法第４３条：権利義務の継承及び決済）が生じますので納め忘れがないようご

注意ください。

　今年の賦課金通知書は 令和８年７月１日 に発送しますので、お手元に通知書が届きましたら納付の期限

である 令和８年７月３１日 までに下記の金融機関でのお支払いをお願いします。

　なお、お支払いされる金融機関によって通知書(納付書)が異なるため二種類を郵送いたしますので、どち

らか一方で納付をお願いします。(二重納付の誤りがないよう、納付後は残りの一方を破棄してください。)

◎ 愛知県下の農協   （水色の用紙）
◎ ゆうちょ銀行 　  （赤色の用紙）
◎ 木津用水土地改良区事務所

※上記以外の金融機関で納付される場合の手数料については、個人負担となりますので、ご注意ください。

当改良区では口座振替による賦課金の納付ができますので、ぜひご利用ください。

詳しい手続きは下記のとおりです。

☆ 取扱金融機関  … 愛知県下の農協・全国のゆうちょ銀行
☆ 申込み手続き

　木津用水土地改良区事務所の窓口にあります「口座振替依頼書」に必要事項をご記入のうえ、印鑑・口座

番号をご確認してから、お近くの取扱金融機関にご提出ください。

※振替日は７月３１日の１日だけとなっておりますので、振替日が近づきましたら預金残高の確認をお願い

　します。万一、残高不足等で振替ができなかった場合は、新たに通知書(納付書)を郵送しますので、上記

　の取扱金融機関で直接お支払いをお願いします。

　なお、今回手続きされますと来年度（令和９年度）から口座振替となります。

◆お願いとお知らせ◆

賦 課 金等 級 区 域 決 済 賦 課 金

２４０,０００円

令和8年6月1日

１

２

４,２９０円

３,９００円

木津用水
かんがい区域

全域

経 常 賦 課 金 決　済　金

木津用水だより　 No.50

木津用水土地改良区賦課金納入について

賦課金の口座振替について

賦課金納付取扱金融機関及び納付場所

令和８年度賦課金・決済金について
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　決済金とは「土地改良法第４３条第２項」及び「木津用水土地改良区地区除外等処理規程」に基づき

徴収するものです。これは将来の維持管理費が残った農地に過重に負担がかからないようにするための

ものです。

　農地（田）を農地転用等した場合には改良区に農地転用等の通知書（地区除外の届出）及び決済金の

納付をしてください。

　公共用地（道路・河川・その他）として買収・寄付された農地（田）についても地区除外の届出及び

決済金の納付が必要です。

　届出がない場合は、従来どおり継続して賦課金が徴収されますのでご注意ください。

　※「木津用水土地改良区手数料等徴収規程」に基づき、以下の手数料・調査費を徴収します。

農地転用に関する意見書、受理証明書 １筆につき　 　６６０円（消費税込）

その他の証明書、再交付 １筆につき　　 ６６０円（消費税込）

農地転用に関する調査費 １筆につき ５，５００円（消費税込）

　※春日井市、北名古屋市、江南市、大口町の一部地域については決済金の割増がありますのでお問い

　　合わせください。

　下記のように組合員の資格等に変更があった場合には「土地改良法４４条（組合員の資格得喪の通知

義務）」の規定により自己申告で変更の届出をしていただく必要があります。

◎組合員が死亡した場合。

◎組合員が住所を変更した場合。

◎組合員が農地（田）を喪失又は取得（売買、賃借、交換、譲与等）した場合。

　手続きに必要な届出用紙（組合員資格得喪通知書）は関係市町の農業委員会又は木津用水土地改良区

事務所にありますのでよろしくお願いします。

　※市役所（農業委員会）に届出済、または所有権移転登記済であれば改良区の台帳も自動的に変更さ

　　れるとお考えの方もいらっしゃいますが、直接木津用水土地改良区に届出がないと台帳は変わりま

　　せん。

　☆組合員資格得喪通知書、口座振替依頼書等は郵送することもできますので、その際はお問い合わせ

　　ください。

　賦課金とは、「土地改良法第３６条」及び「木津用水土地改良区定款」の規定により、土地改良区が

行う事業に要する経費に充てるため、その地区内にある土地につき、組合員に対して課す金員のことで

す。

　この金額は毎年３月に行われる通常総代会で決定されます。

　当土地改良区の賦課金は水道のように使用した量により賦課されるわけではなく、施設の維持管理を

するために必要な経費を面積割で算定していますので、改良区の台帳に記載されている土地につきまし

ては、転作地や休耕地にも賦課金はかかります。

木津用水だより　 No.50令和8年6月1日

決済金について

組合員の異動は必ず手続きをしてください

賦課金とは？
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　小牧市長を会長とし、木津用水土地改良区が事務局を務める木津用水水管理対策協議会が主催

する第４５回「水の週間」シンポジウムが令和７年８月１日に小牧市まなび創造館あさひホール

にて開催され、地域の皆様へ農業用水の大切さをＰＲしました。

講師　東海農政局木曽川水系土地改良調査管理事務所長　植田　康成　様

 　　　東京大学大学院農学生命科学研究科　准教授　　　乃田　啓吾　様

　　　　　　　　　　　　　　　　司会　フリーアナウンサー　三浦　沙知子　様

※肩書は令和７年８月１日現在。

　このたび、私たち土地改良区の公式ホームページが完成いたしました。これにより、地域の農

業や土地改良事業に関する情報を、より多くの方々に迅速かつ正確にお届けすることができるよ

うになります。

　新しいホームページでは、以下の内容をご覧いただけます。

　・土地改良区の概要

　・広報誌のバックナンバー

　・各種手続きに必要な様式のダウンロードや申請に関する案内

　・組合員の皆様へのお知らせ

　今後も、土地改良区の活動や地域農業の発展に関する情報を積極的に発信してまいりますので、

ぜひ定期的にホームページをご覧いただき、最新情報をご確認いただければ幸いです。

No.50木津用水だより令和8年6月1日

木津用水水管理対策協議会主催「水の週間」シンポジウム

木津用水土地改良区のホームページをご活用ください

https://kotuyousui.com/
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